汚濁負荷量自社測定データ報告表【Excel版】入力要領
１　ファイル名

　報告表のファイル名は「事業場コード・年・月」の形で、半角英数字でつけてください。

　例）事業場コードが「9992030001」の事業場における2008年4月の測定データの場合

　　　9992030002-2008-04.xls

　　　 事業場コード  西暦年 月※

　　　※複数月のデータを含む場合は最初の月の数字を元にファイル名をつけてください。

２　Excelシートの入力

（１）全般的事項

太枠線内に入力してください。
　　　事業場名称、記入者名、特記事項以外の項目はすべて半角数字で入力してください。
　　　行・列・シートの追加や削除は行わないでください。
　　　セルの表示書式は変更しないでください。

　　　事業場コードに誤りがあるとデータ処理が行えませんので、特に注意して入力してください。

（２）事業場コード、事業場名称

　　　事業場コード（数字１０桁）及び事業場名称を入力してください。（事業場コードがわからない場合はお問い合わせください。）

　　　事業場名称は届出書・許可申請書に記載した名称を入力してください。

（３）測定結果等
　　　一日の測定のつき、１桁入力してください。計測箇所（排水口）が２箇所以上ある場合は、水量・負荷量は合計値を、濃度は計算値を入力してください。
　　　数値の入力桁数は、シートの記載に従ってください。

　　ア　測定年月日

　　　　測定年を数字４桁（西暦）で、月日をそれぞれ数字２桁で入力してください。測定データがある場合は必ず年月日すべて入力してください（年や月の省略はできません）。
　　　　例）2008年4月1日の場合

	測定年月日

	年
	月
	日

	2008
	04
	01


　　イ　水量
　　　　特定排出水の一日あたりの全実測水量（単位：m3）を整数で入力してください。計測箇所（排出口）が複数ある場合は、すべての水量の合計値を入力してください。

　　ウ　濃度（COD、全窒素、全燐）

　　　　次の式により算出された濃度（単位：mg/L）を入力してください。

　　　　　濃度（単位：mg/L）＝負荷量（kg）×1,000÷水量（m3）

　　　　計測箇所（排出口）が複数ある場合は、合計水量及び合計負荷量をもとに算出してください。

　　エ　負荷量（COD、全窒素、全燐）

　　　　特定排出水の一日あたりの全汚濁負荷量（単位：kg）を入力してください。

　　　　計測箇所（排出口）が複数ある場合は、すべての負荷量の合計値を入力してください。

　　オ　特記事項

　　　　特記すべき事項（欠測事由等）を入力してください。

３　報告方法
　　報告表は電子メールまたはフロッピーディスク等の電子媒体により、提出してください。（提出方法の詳細は事前にお問い合わせください。）
（１）電子メールによる報告の際の注意事項

　　ア　メール件名欄の先頭に、自社測定データである旨と事業場名、測定月を記載してください。

　　　例）【自社測定データ：△△株式会社○○工場××月】

　　イ　添付ファイルの要領は1.4MB以内としてください。
（２）提出先及び問い合わせ先

　　　東広島市　生活環境部　環境保全課

　　　　所在地：〒739-8601　東広島市西条栄町8-29

　　　　電話番号：082-420-0928

　　　　ファックス番号：082-421-5601

　　　　電子メール：hgh200928@city.higashihiroshima.hiroshima.jp
